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ぷらすメンバーから集めたテーマの
いけんひろばの企画をする班

参加しやすいいけんひろばを若者の視点から企画する！

企画班とは？

中学生　2名　高校生　4名
大学生　1名　社会人　1名
事務局の皆さん

メンバー紹介



これまでの企画班の活動

8月~9月
⒈ぷらすメンバーから

テーマ募集

10月~11月

⒉テーマの決定

10月~11月 12月~1月

⒊開催時期・方法などの決定
テーマ名や質問案の決定

募集要項の作成

2月

⒋いけんひろば開催

12月ごろからミーティングの司会も
班のメンバーが行なっています！



開催日
2月23日(金・祝)

開催手法
対面(東京)とオンライン

大テーマ
安心してこどもを産み育てられるために、

どんな社会になってほしいですか?

いけんひろば開催



中テーマ
遊びや体験活動などについて1.
こどもまんなかまちづくりについて2.
共働き・共育てなどについて3.
地域子育て支援、家庭教育支援について4.
こどもの貧困対策について5.
子育てや教育に関する経済的負担の軽減について6.



質問案の決定



質問案の決定



いけんひろばの様子

2月23日(金・祝)にいけんひろばを開催しました！
（対面・オンライン）

当日のかかわり方
書記(板書係)、会場設営の補助、
受付の補助、開会式の説明、

アイスブレイク参加、小中学生の
班の見守り、雰囲気づくり



第14/15回　班会議について

【いけんひろばの振り返り】

・フランクで話しやすく、参加者の意見が尊重される雰囲気でよかった。
・中テーマがいくつかあることで多様な話を聞くことができた。
・テーマとは逸れた意見が出ることがあり、本当に省庁が聴きたかった
　ことが聴けなかった場面があったのではないか。



○良かった点
客観的な基準をもとにテーマ案を絞れた。
アンケートづくりのタイミングからこども・若者主体で関われた。
こども家庭庁や事務局からのフィードバックが丁寧でわかりやすかった。

○今後に期待すること
初めの段階で必要なアクションが共有される。
　　　　　(1年の活動の見通しやいけんひろばの様子など)
 テーマ案の募集をもっと広い範囲でかける。
ぷらすメンバーやいけんひろばの認知度向上
実施回数(1年かけて1回開催するのはスパンとして長すぎる)
参加者から出た意見がどのように政策反映されるか、をわかりやすくする。

【これまでの活動の振り返り】



ご清聴ありがとうございました！

みんなのパートナー　ぽんぱー　
企画班


